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●整備効果
１．事業効果
本地区は汽水域の中で最大の干潟及びヨシ原を有しており、底生生物の生息環境、鳥類の
飛来等についても貴重である｡本地区の保全を図ることで汽水生態系の保全に貢献できる。
２．地域との連携
十三地区の環境変化について地域のボランティアや学校等にモニタリング、維持管理、監
視等を公募等の方法で参加していただく。
地域の自然観察会や、環境学習が行われており、地域に開かれた空間となっている。

●提案理由（代替案含む）
１．箇所決定理由
淀川で最大の干潟面積を有する場所である。生物種が多く確認されており、注目すべき種
として、植物では、ウラギクやシオクグ、カニ類では、ハクセンシオマネキ、鳥類では、干潟を
代表するイソシギが確認されている。淀川生態系の核となっている重要な場所であるため、
保全を図る。

２．具体的整備手法
・干潟の保全
・ヨシ原の保全
・環境の監視調査

●委員会等からの意見
<基礎原案への意見>
生息・生育環境の保全と再生（十三地区）は、実施するべきである。
十三地区は、淀川では唯一の干潟らしい干潟で、干潟の面積もかなり広く残っている。これをベースにして、こ
の地区の干潟を拡大・再生することは評価できる。

●進捗状況報告
平成１５年度に十三周辺の調査に関して文献調査及び現地調査を実施している。
平成１６年度からは、汽水域基礎環境調査として淀川大堰下流、汽水域全体の調査を実施
している。

●進捗状況報告

十三干潟の生物群集イメージ
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●概要

●委員会等からの意見
<基礎原案への意見>
支川や水路を含めた構造の改善等に向けて、関係機関と連携することは、概ね適切である。
事業の検討にあたっては下記事項に努めるべきである。
・農業用水路などについては農水省や自治体の関係部局と調整すること
・住民の利便性と環境保護とが相反する事業については、可能な限り住民意見を反映すること
・検討結果は公開すること
なお、事業実施の場所の選定については、流域全体の連続性を考慮し事業効果の高い場所を選定するべきで
ある。例えば、猪名川については、川西市文化会館周辺が非常に良好な水辺の自然景観を呈しており、構造
改善の対象として検討が望ましい。

●進捗状況報告
支川縦断方向の修復について、検討中
・事業実施による修復の効果（流況、連続性の確保、環境ポテンシャル、費用等について）
・優先順位箇所の抽出





具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

●概要

・城北ワンドを中心としたウォーターレタスの除去作業
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●委員会等からの意見
<基礎原案への意見>
外来種対策の推進および駆除方法を含めた検討は、早期に行うべきである。
事業の推進にあたっては、下記事項に配慮する必要がある。
・法制化して淀川流域全体で外来魚の放流を禁止するなどの規制方法
・生態系に悪影響を及ぼす侵略的外来種とそうでない外来種の区別
また、駆除方法の検討にあたっては、河川管理者が主体的、主導的に行うことを期待する。この問題は長期的
な検討が必要であるが、４年程度で中間評価し、それを公表するべきである。

●進捗状況報告

・繁殖力が大きく、対策が追いつかないのが現状

・淀川水系における良好な生物の生息・生育環境を保全・再生するために、外来種の調査を
継続するとともに、その駆除方法について、関係機関や住民・住民団体と連携しながら外来
種対策を推進し、啓発活動も実施する。


